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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第２区分
【発行日】平成27年5月14日(2015.5.14)

【公開番号】特開2013-244524(P2013-244524A)
【公開日】平成25年12月9日(2013.12.9)
【年通号数】公開・登録公報2013-066
【出願番号】特願2012-121595(P2012-121595)
【国際特許分類】
   Ｂ２１Ｂ   1/22     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ   2/06     (2006.01)
   Ｂ２１Ｂ  27/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２１Ｂ    1/22     　　　Ｌ
   Ｃ２３Ｃ    2/06     　　　　
   Ｂ２１Ｂ   27/00     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成27年3月26日(2015.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ダルロールを用いた軽圧延１パスにより、凹部が形成されるとともに当該凹部以外の未
変形のフラット部分を凸部として残存させた凹凸形状の表面を有する鋼板であって、前記
凹凸の算術平均粗さＲａが３.０～８.５μｍ、凸部の平均間隔Ｓｍが１５０～６００μｍ
、フラット部分（凸部）面積率が２５％～６０％である指紋や汚れが目立ち難い鋼板から
なる家電製品用部材。
【請求項２】
　前記鋼板がステンレス鋼板又はめっき鋼板である請求項１記載の指紋や汚れが目立ち難
い鋼板からなる家電製品用部材。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の付着した指紋や汚れが目立ち難い鋼板を用いた家電製品用部材は、その目的を
達成するため、ダルロールを用いた軽圧延１パスにより、凹部が形成されるとともに当該
凹部以外の未変形のフラット部分を凸部として残存させた凹凸形状の表面を有する鋼板で
あって、前記凹凸の算術平均粗さＲａが３.０～８.５μｍ、凸部の平均間隔Ｓｍが１５０
～６００μｍ、フラット部分（凸部）面積率が２５％～６０％である指紋や汚れが目立ち
難い鋼板からなる鋼板を適宜形状に成形加工して用いられる。
　上記鋼板としては、耐食性に優れたステンレス鋼板又はめっき鋼板が好ましい。
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